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文化財愛護 シンボルマークとは……

このマークは昭和41年 5月 26日 に文化財保護委員会 (現文化庁)が

全国に公募 し、決定 した文化財愛護の運動 を推進するための シンボ

ルマー クです。

その意味す るところは、左右 にひろげた両手の掌が、 日本建築の

重要 な要素である 斗供 、すなわち 斗 と 棋 の組み合 わせによって

全体で軒 を支 える腕本の役 をなす組物 のイメージを表わし、 これを

三つ重ねることにより、文化財 というみんなの遺産 を過去 。現在・

未来にわた り永遠 に伝承 していこうとい うものです。

文化財憂議
シンボルマーク
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I. 位 置 と

論田4号墳は,島根県松江市西津田10-1432-1に 位置する。

松江市は島根県の県庁所在地で,過疎になやむ県内で約14万人の人口を有する土地である。地形的

には南北を山地に挟まれ,東西を汽水湖に挟まれ,その間に平地がひろがってそこに人口が集中して

いる。内陸の地でありながら汽水湖である宍道湖や中海に恵まれ,現在においても食生活の面におい

て多大な恩恵をうけている。食物に不自由したであろう過去においても比較的良好な生活の場が営ま

れていたのではないかと推察される。

古代において出雲国国庁がおかれたのは松江市大草町近辺の意宇平野で,以来今日に至るまで松江

市周辺は地域の中心として発展 してきた。このような地であるから周辺の遺跡の数は周知のものだけ

でも莫大な数にのぼり,限 られた紙面上ではとても紹介 しきれない。周辺の遺跡について詳細が必要

な場合は「松江市遺跡地図」(1991年 。松江市教育委員会)を参照されたい。

さて,論田4号墳は論田古墳群の中の 1基で,宍道湖や大橋川を見おろす平地に囲まれた低丘陵上
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に位置 している。この近 くの丘陵尾根上には,岡古墳群や室藤古墳群,そ して字論田地内ではこれま

で 1～ 3号墳までの3基の古墳が知られていたが,平成 4年度の開発にともなう事前分布調査・試掘

調査により新たに4号墳の存在が明らかとなった。

論田古墳群について少々述べると, 1号墳は丘陵尾根上に築造されており,整然とした方墳で,盛

り上の残 りはきわめて良い。今回平板測量する機会に恵まれ,正確には 1辺約 8mの方墳と判明した。

4号墳とはきわめて近接 した位置に築造されている。 2号墳は 1号墳の東方約50m離れた地点に位置

し,かつて開発に伴 う発掘調査が試みられている。主体部は組み合せ石棺で,石棺が半分だけ検出さ

れたが諸般の事情により調査は中止され,遺構は埋め戻されている。 3号墳は谷をはさんだ別の尾根

上に位置するが,墳形等詳細は不明である。

ところで,1980年,論田1号墳のす ぐ下の南東斜面で工事中に5穴 (以上)の横穴墓が発見され,

緊急調査が実施されている。出土遺物から判断すると,各横穴とも時期的には6世紀末頃造営された

ようである。論田古墳群に埋葬された人々に次 ぐ世代の埋葬場所であろう。ちなみにこの横穴群の調

査成果を, この場をかりて少々紹介 しておきたいと思 う。ただ,調査から長い年月を経ているため不

明となった事柄・遺物も多いのだが,現時点でできるだけの事をしておきたいと思 う。

さて, この丘陵は周囲を平地に囲まれた微高地で,遺跡を包蔵する可能性の非常に高い場所と推察

されるが,その反

面,現在において

は開発の的として

最も注目され易い

場所でもある。今

後の開発に伴 う事

前分布調査・試掘

調査ではさらなる

精緻・慎重さが必

要と思われる。
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I。 調査に至る経緯

平成 3年度において,社団法人松江市西津田共栄会が「大山代池周辺運動公園整備事業」を計画 し

た。そこで依頼を受けた松江市教育委員会は平成 3年■月20日 ,計画区域内における埋蔵文化財分布

調査を実施 した。その結果,遺物・遺構は確認されなかったが,樹木繁茂のため視界が悪 く,伐開後

に再度分布調査を実施する事にして調査は一時中断する事になった。

しばらくして伐開が終了し,今度は平成4年 6月 22日 付けで松江市建設部土木課より「市道中の前

緑山線道路改良工事」に伴 う埋蔵文化財分布調査の依頼があり,松江市教育委員会はこれを受けて同

年 7月 7日 ,隣接する「大山代池周辺運動公園整備事業」計画区域内と併せて分布調査を実施 した。

その結果,論田l号墳のす ぐ近 くの「市道中の前緑山線道路改良工事」計画区域内に,径約 7mの

低いマウンド1カ所を発見 した。このマウンドが古墳であるか否か, さらに明確な裏付けを得るため

に,同年 8月 6,7日 の2日 間試掘調査をおこなった。具体的な内容としては,マ ウンド中央から下

方に向かって1.5× 7.Omの トレンチを 1本設定 して地山面まで掘 り下げた。セクションを観察すると

表上下に盛上が見 られ,マ ウンド中央付近の地山直上からは須恵器の蓋芥が出上 した。 したがって,

これを論田4号墳と呼称 し,「市道中の前緑山線道路改良工事」では,古墳の半分強がの り面として

削り取 られる計画となっていたため,全面発掘調査を実施するはこびとなった。
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Ⅲ.調 査 の 概 要

前記のような経緯をたどり,松江市荻育委員会は平成 5年 5月 10日 より現地発掘調査に入った。調

査地の脇ではすでに重機が作業を開始 しており,本古墳の約半分が削 りとられる予定であったため早

急な調査が要求された。

論田4号墳の墳丘はほとんど残っておらずわずかに高まりが観察できる状況であったが (第 2図),

平成 4年度の試掘 トレンチによりおおよその墳丘規模が推定できたので,十文字に トレンチを設定 し

て残丘状況を観察 したのち,畦を残 して残丘上に推積 した表土を少 しずつ象1いでいった。その結果,

セクションからも平面プランからも山手側を中心に弧を描 くしっかりした周濤が確認されたので,円

墳と判断された。

主体部については巨大な松根のため平面的な精査ではその確認が困難であったのだが, トレンチの

上層堆積状況から,残丘上面から地山まで掘 りこんだ土羨と,その中に木棺直葬の特徴である弓形土

層が観察された。よって,主体部は木棺直葬の上羨であることが確認された。当初に設定 した畦がほ

ぼ土羨の主軸とそれに直交する位置にあったため,畦を残 して土羨埋上の除去をおこなった。地山直

上からは須恵器の蓋芥 9点が出上 した。これらは土羨の畦を取 りはらい,土羨全体と遺物の位置関係

をおさえる写真撮影を終えるまでは現位置にとどめておくつもりであったが, 5月 20日 の朝,現地に

着 くと主体部上にかがせておいたシー トがはぐられて遺物が破壊され,ま た畦も一部壊されるという

悪戯にあっていたため,急ぎ遺物出土状況写真・遺物出土状況図をとり,遺物の取 り上げをおこなう

こととなった。盛 り上,主体部埋土,周濤のセクションも急ぎ実測 した。

残丘と主体部の様相を確認 した後は墳丘の除去をおこなった。旧表土もすべて除去 して地山面まで

掘 り下げたところ,上壊の西端の大きめの石が秩序よく並べられたところから,そ こを起点として西

方に向かって設けられた排水濤が検出された。濤内には小石片数点が散在するだけで,掘 り込み以外

の施設は認められなかった。排水濤を実測 して,古墳に関する調査は終了した。

ところが,盛土内から黒耀石の小片が少なからず検出され,縄文土器片 1片 も出上 していたため,

島根県教育庁文化課の指導のもとに調査範囲を拡張することにした。大木の根やササの繁茂があった

ため,重機で表土を削りとり,そのあとを入力で掘 り進めることにした。その結果,古墳の封ヒ方では

性格不明の上羨 2基,古墳の南西では小型石棺 1基が検出された。小型石棺についてはざりぎりのラ

インで開発範囲から外れていたため,掘 り方までを図面化 してあとは砂を入れて埋め戻すことにした。

以上を終了した後,地山検出状況の平板測量を実施 した。

また, 1号墳が極近い位置関係にあったため,為 りをみて平板測量をおこなった。

1号墳はかつて昭和60年 に測量をおこなっているが,今回は絶対高でコンタをいれた事,そ して国土

座標に結びつけられた点に成果があるといえよう。

平成 5年 6月 23日 ,論田4号墳とその周辺の調査を終了した。
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第 3図 発掘前地形測量図
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Ⅳ.論 田 4号 墳

。遺構について

(墳 丘)

南が高 く北が低い標高45m付近の緩傾斜地に立地 している。北を見おろすと大橋川や松江市街が一

望できるとても眺めの良い場所である。東を望むと現在は市街地化 しているが,10数年前までは谷を

挟んで低丘陵が続いていたとのことである。

さて,盛上の残存状況は非常に悪かったが, トレンチの土層観察および残丘上堆積土除去の結果,

東西約 8m,南北約8.5m,そ して周囲に約 lm幅で円形に周濤がめ ぐる円墳であることがわかった。

ちなみに残丘高は最高部で地山上約0.7mほ どであった。

築造方法は,南側の高部にやや深めの濤を掘 り,旧表土上に濤掘削の際に出た土も含め,周囲の上

を利用 して盛 り上 している。後期古墳の典型的な形態を示すが,古墳の全周,つまり北側の低い部分

にも浅いながらも周濤を意識 したくぼみがめぐらされているといった面では丁寧なつ くりが感 じられ

る。盛土内には古墳に付随する遺物や石等は認められなかったが,黒耀石の象」片と磨製蛤刃石斧久損

品,縄文土器片が混入 していた。

(主体部)

主体部は墳丘築造後に墳頂 (残丘頂)か ら地山面まではぼ垂直に東西約4m,南 北約 2mの不整形

な土羨を掘ったもので,段は認められなかった。 トレンチで土層を観察すると上羨の北側に寄せて木

棺直葬の特徴である弓状堆積が約80cln幅 で認められたことから,幅約80cm強,長 さ不明の木棺が直葬

されていたものと判断された。木棺の幅に比べて土羨の幅がやや広すぎるようであるが,木棺設置場

所以外の上羨埋土は単一土層で 2体を埋葬 した可能性は低いと思われる。ただ,棺等の施設を用いな

い埋葬があったとすれば2体がおさまるだけのスペースは十分にある。土羨の西端には大きめの石が

並べられており,そ こから南北方向に向けて周濤まで幅約0.4～0.6mの排水濤が検出された (第 4図)。

それは盛 り上する以前に旧表土から地山をさらに5～10cln程度掘 り込んだもので,敷石等の施設は無

く,木材等の有機材料を用いて構築されていたものと思われる。

さて,土羨埋上についてだが,盛土中はもちろん周囲の堆積土や地山にはほとんど石が含まれてい

ないのに対 し,上羨埋土中には山石を砕いたような 5 cln前後の角ばった小石が多数混 じっていた。磨

製蛤刃石斧の久損品 1点も混入 していた。その分布状況は木棺設置場所と推定される土羨北側部分に

やや集中してしていたようであるが,上羨全体に上下を問わず散在 しており, こめ石的性格のもので

はないと思われる。何 らかの意図をもって意識的に滉ぜられたことだけは確かであるが,性格につい

ては不明である。

遺物は,木棺設置場所の東～南東の棺外と思われる場所に須恵器の蓋邦 9個体が,内 6個体は蓋ネ

が重ね られた状態で出土 した。いずれも埋葬当時の位置を大きく動いていないようである。また,木
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第 4図  4号墳墳丘セクション図
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棺外の広いスペースには現在には残 らない有機

質の副葬品がおさめられていた可能性も十分考

えられる。

出上 した副葬遺物は上記 した須恵器の蓋必計

9点のみで,いずれも土羨最下部,地山直上面

に置かれていた。その出土状況について述べる

と,第 5図に示 した 1は蓋で, 2の外の上に半

分かがさっている。 3は芥が上下逆転 した形状

で, 4の上下逆転 した蓋の上に半分かぶさって

いる。 5は蓋で 6の外の上にはばかぶさってい

る。以上の6点はセット関係が明確な蓋不であ

るのにたいし, 7は単独の不で, 8は上下逆転

した蓋である。 9は上下逆転 した外であるが,

昨年度の試掘調査以来現地にとどめていたため

破損が著 しく残存状況が悪い。

●主体部内出土遺物

主体部内部からは蓋4点,芥 5点が出上 した。

(第 5図)

1と 2,3と 4,8と 9はセット関係である。

蓋はそれぞれ若干の個体差は見 られるものの

ほぼ同様の形態,手法をとっている。法量も近

ご
部
ノ

黒色土と褐色粘質上が
混 じった単一層

第 5図 排水溝平面図・ セクション

似しており, 日径はいずれも13cln前後を測る。天丼部は丸味を帯び,上半には丁寧な回転ヘラ削り調

整を施している。天丼部と口縁部の境の段は退化して低く,先端は丸く, シャープさがない。個体に

よっては沈線表現 (1)に変化している。日縁部は内傾するものが多いが, 1点に関しては外に開き,

口縁内面に浅いナデ沈線がめぐる古い様相を残している (3)。 不もほぼ同様の形態,手法をとって

いる。法量も近似しており, 日径は■.5cln前後を測る。口縁の立ち上がりは約1.5cllと 比較的高いが,

立ち上がり角度はやや内傾し,日縁内面の段は完全に消えている。底は回転ヘラ削り調整を施してい

る。時期的には6世紀後半前葉に位置づけられると思われる。

個別の詳細については,表 1.主体部内出土遺物観察表を参照されたい。
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第 6図  4号 墳 主 体 部 平 面 図 お よび 遺 物 出 土 状 況
(番号は第 7図に対応)
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第 7図 主体部内出土須恵器実測図

-11-



ただしNQは、第7図に対応する
(須)は須恵器を表している

No 器種 量法 形 態 。 調 整 の 特 徴 な ど 考備

1
蓋
(須)

口 径 12.9clll

器 高  4.lclll

天丼部は丸く,回転ヘラ削り後,最頂部にヘラを平行に押し
当てた痕跡を残す。天丼部と口縁部の境の段は2条のヘラ描
き沈線で表現されている。日縁部は内傾する。内面は回転ナ
デ後,中央部に不定方向の静止ナデ。完形で残存。

胎土 石英・長石微粒を少々
含む

色調 (外)(内 )灰色
焼成 良好
ロクロ 右回転

2
芥

須

口 径 11.8clll

受部径 14.4clll

器 高  4.lclll

底は丸いが,やや偏平で回転ヘラ削りを施す。立ち上がりは
1,4clllで内傾する。内面は回転ナデ後,中央に軽く不定方向
の静止ナデ。完形で残存。

胎土 石英・長石粒をわずか
に含む

焼成 (一部軟)

色調 (外X内)灰色
ロクロ 右回転

3
蓋

須
口 径 13.6clB
器 高 4.4cnl

天丼部は丸く,頂部はやや平坦である。丁寧な回転ヘラ削り
を施している。天丼部と口縁部の境の段は丸みをおび退化し
ている。口縁は外に向かって開き,内面にはナデ沈線がめぐ
る。内面は回転ナデ後,中央部に不定方向の静止ナデ。完形
で残存。

胎土 石英・長石徴粒を少々
含む

焼成 やや軟
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

4 不
勾

口 径 11.6cm

受部径 14.3clll

器 高  4.5clll

底は丸く,丁寧な回転ヘラ削りを施している。立ち上がりは
1.7clllと 高く,内傾している。内面は回転ナデ後,中央部に
不定方向の静止ナデ。立ち上がりの付け根には工具を押し当
てて回転させたような鋭角の凹ラインがめぐる。完形で残存。

胎土 緻密だが,石英・長石徴
粒を少々含む

焼成 良好
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

5 芥
分

口 径 11.3cm

受部径 14.2clll

器 高  4.3clll

底は丸いがやや偏平。丁寧な回転ヘラ削りを施しているが,

座りが悪い。立ち上がりは1,4claで 内傾している。内面は回
転ナデ後,中央部に不定方向の静止ナデ。約1/5を欠損。

胎土

焼成
色調
ロク

石英・長石徴粒を少々
含む
良好
(外X内)灰色

口 右回転

6
蓋

須
口 径 13.lclll

器 高  4.2clB

天丼部は丸く,頂部はやや平坦である丁寧な回転ヘラ削りを
施している。天丼部と口縁部の境の段は丸みを帯び退化して
いる。口縁部は内傾している。内面は回転ナデ後,中央部に
不定方向の静止ナデ。完形で残存。

胎土 長石徴粒を少々含む
焼成 良
色調 (外X内)淡灰色
ロクロ 右回転

7 不
角

口 径 11,7cm

受部径 14.5cm
器 高 4.1911

底は偏平で,回転ヘラ削りを施しているが,座 りが悪い。立
ち上がりは1.5clBで 内傾している。内面は回転ナデ後,中央
部に不定方向の静上ナデ。完形で残存。

胎土 石某 。長石徴粒を少々

含む
焼成 やや軟
色調 (外)(軟)灰色
ロクロ 右回転

蓋

須
口 径 13.lcn

器 高 3.8clB

天丼部は偏平で,回転ヘラ削りを施しているが整形がお粗末
である。天丼部と口縁部の境は,やや角のとれた沈線をめぐ
らせて段のような形状を作りだしている。口縁部は内傾して
いる。内面は回転ナデ後,中央部に不定方向の静止ナデ。完
形で残存。

胎土 長石徴粒をわずかに含
む

焼成 やや軟
色調 (外X内)灰色
ロクロ 右回転

芥

須

口 径 11.8cHl
受部径 14.Oclll

器 高 4.4clll

底は偏平で,回転ヘラ削りを施しているが,座 りが悪い。立
ち上がりは1,7cmと 高く,内傾している。内面は回転ナデ後,

中央部に不定方向の静止ナデ立ち上がりの付け根は,外・ 内
面とも工具を押し当てて回転させたような鋭角の四ラインが
めぐる。完形で残存。

胎土 石英 。長石徴粒を少々

含む
焼成 良好
色調 (外)濃灰色 (内 )灰色
ロクロ 右回転

第 1表 論田4号墳主体部内出土遺物観察表
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。その他の遺物

古墳とは直接的な関係がない遺物としては,主体部埋土中から磨製蛤刃石斧欠損品 1点のほか,盛

土内から磨製蛤刃石斧欠損品 1点 と縄文土器破片 1点,黒燿石象J片 5点が出上 した。

第 8図 1は,主体部埋土中から出土 した磨製蛤刃石斧で,刃部を久損する。比較的細身で,断面は

円形に近い。 2は,盛土中から出上 した磨製蛤刃石斧で,刃部のみが残る。断面は楕円形で,刃部に

0                          5 Cm

第 8図  4号墳盛土内出土遺物実測図
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o                    3Cm

第 9図  4号墳盛土内出土遺物実測図

は使用痕が観察できる。

第9図 1は,縄文土器片で深鉢の肩から下にかけての部分である。風化がいちじるしいが,刻み目

突帯がわずかに観察できる。破片が小さいため,法量は不明である。2は,黒耀石の石片, 3～ 6は

象!片である。いずれも二次加工の痕跡はなかった。
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第10図 完掘後地形測量図
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V.周辺の遺構について

●組み合わせ式箱形石棺 (第■図)

論田4号墳から南に約2m離れた, この丘陵のほぼ尾根上と呼べる標高46mの平坦面から検出され

た。小さなものである。掘り方は主軸を封ヒ西―南東にとり,内法長120cm,内 法幅80cmの角丸方形で,

地山下2,30clnま で掘り込んでいる。段は無い。石棺は板石に近い自然石各 1枚を立てて小口石となし,

北東側の側石には2枚を並べて立て,南西側の側石ではやや小さめの自然石を横積みに積み上げて形

成している。掘り方との隙間には込め石がわずかであるが確認された。石材は不明であるが, この丘

陵付近に自然石を産する場所がない事から, どこからか運んできたものである。石棺は内法長80cIB,

内法幅30cmを 測る非常に小型のもので,幼児を埋葬したと思われる。

蓋石はすでに除去され,棺内は単一層の黒色上が充満していた。過去において盗掘にあったような

検出状況であった。副葬品等は一切出上しなかった。したがって時期は不明である。

●土   墳

論田4号墳の北方緩斜面,標高約44mの地点に不整形な土羨 2基が検出された。

上壌 1(第12図 )

崖付近に位置して危険であるため一部しか掘れなかったが,大 きさは南北約 lm,東西は未掘のた

め不明である。深さは0.8m弱を測る。埋土は炭混じりの淡白褐色砂質土層一層のみで,その中から

は石器 2点 (第14図)が出上した。第14図 1は,黒耀石製で,両面から刃をつけたスクレイパー様の

石器である。製作時か使用時において欠損している。2は,石材は不明であるが,淡橙色の象J片で,

明らかに二次加工と見られる両面からの乗」離痕が3カ 所に集中して観察される。鏃の製作過程とも考

えられるが,定かではない。遺構の性格は不明であるが,時期は縄文時代まで遡る可能性が高い。

土横 2(第13図 )

大きさは南北0。 8～1.6m,東西2.8m,深さ約0.5mを測る。埋土は土羨 1と 同じ戊混じりの淡白褐

色砂質上であった。床面近くでは大きめの炭がまとまって出上した。なんら遺物を伴わなかったが,

形状・埋土とも近似していることから土羨 1と はぼ同時期のものではないかと推察される。

●遺構に伴わない遺物

小型石棺のすぐ近くの表土直下からやや大きめの黒耀石片が出上した (第15図 )。 製品にはなって

いない。縦3.Ocln,横 4.8cln,厚 さ1.7cmを 測る。
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第11図 小型石棺実測図
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第12図 土壊 1平面図およびセクション図 第13図 土娠 2平面図およびセクション図
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第14図 土渡 2出土遺物実測図

第15図 遺構に伴わない遺物実測図
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Ⅵ.小

論田4号墳は,調査の結果,古墳時代後期の比較的早い時期の小円墳であった。

墳裾が5mも 離れずに接 している論田 l号墳はほぼ同規模の方墳で,約50m離れた2号墳は墳形が

一応方墳とされているが不明瞭で,組み合わ石棺を主体部に持つ時期不明の小古墳である。また, 1

号墳と2号墳の間の尾根上平坦地は昭和54年の発掘調査で古墳時代後期の濤状遺構,遺物が確認され

ている。数は少ないが,後期特有の小規模古墳が集合 した古墳群と考えられる。 しかし,後述する論

田横穴群も含めると, この丘陵は,古墳時代後期を通 して周辺地域の聖なる埋葬場所として利用され

てきたようである。

そのような中で,論田4号墳は,少々変わった存在といえる。墳丘は径8.5m前後を測 る円墳で,

主体部は木棺直葬であった。 しかも主体部の上羨は,墳丘上面から掘 りこまれた段を有さない単純掘

り上羨で,規模は4X2mを 測る不整形な方形ある。これは径8。 5mの墳丘に対 して非常に大きめの

主体部である。

しかも,木棺は北西の壁に寄せて 1体分が土層観察から確認されたのみで,主体部上羨内には空白

の空間が大部分を占めている。

墳丘築造前に排水濤施設を設けている事から,墓羨を掘 り始める以前に大まかな主体部設計図があっ

たと考えられるが, このような主体部は現在のところ松江市近郊では他に類例を見いだせない。どこ

か他地域の影響を受けたものか,単に個性的なものであるのか,現時点では全 く不明である。今後の

調査例の増加を待って考察 していきたい。

さて, 4号墳墳丘盛土内から縄文時代の上器片,黒耀石象J片が検出された。調査区域を広げた際に

は縄文時代と考えられる土羨 2基 も検出された。また,昭和54年の調査の際にも1号墳と2号墳の間

の平坦面から象1片石器が出上 している。縄文期の遺物は流れこみなどで低地から大量に出土するケー

スは多いが,丘陵上から原位置をあまり動かずに出上 した例はこの近辺ではほとんどみられない。今

後, この丘陵について調査を実施することがあるとすれば,古墳についてのみでなく,縄文期の遺構

をも念頭において調査する必要があるだろう。
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(付   編)

論 田 横 穴 群 概 要 報 告
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1.位  置

論田横穴群は,島根県松江市西津田町字論田1432-7に所在する。

論田1号墳の東側のす ぐ下の斜面にあたる。この周辺は近年大きく変貌 しており,筆者は当時の地

形を知らないが,横穴群が位置する斜面の前面は狭い谷で水田が作 られていたという。周囲も現在で

は中学校や道路,住宅地と化 しているが,以前は低丘陵がかなり広範囲に広がっていたようである。

開発によって消滅 した遺跡も数多 くあったであろうと推察される。

2.調査に至る経緯

論田横穴群は,松江市立第四中学校の新築工事に伴 う造成用地計画の範囲内に含まれていたが,周

知の遺跡ではなく,事前分布調査でも確認することができなかった。 したがって計画範囲内では丘陵

尾根上の論田2号墳と尾根上平坦面,論田遺跡のみが昭和54年の事前発掘調査として実施されたのみ

で,本横穴群については全 く調査されていなかった。

昭和55年 3月 ,造成工事がすでに開始され,重機で丘陵斜面を削平中に玄室横穴天丼郡が陥没 し,

業者から松江市教育委員会庶務課に連絡がはいり, この段階ではじめて論田横穴群の存在が確認され

た。そこで当時の文化財担当課であった社会教育課は位置,範囲および規模を確認するため,直ちに

現地調査を開始 した。

その結果,玄室の原形をとどめる横穴 2穴,すでに玄室天丼部分を削平されたもの2穴,玄室奥壁

より3分の 1程度を残すもの 1穴,合計 5穴を確認 した。そのはか周辺の掘削土中にも多量の須恵器

が散乱 しており, また丘陵斜面に黒色土層が検出される事などを考え併せると,少なくとも2穴以上

が完全に破壊され消滅 したのではないかと当時推察されている。

庶務課と協議の結果,すでに工事は進行中で計画変更は不可能とのことで,現状保存はあきらめ,

横穴周辺の工事を部分的に遅延させ,その間に緊急発掘調査を実施 し記録保存をおこなうこととなっ

た。

3.調査の概要

調査の概要の詳細については筆者は全 くわからない。 5穴の横穴は上段北より1号穴, 2号穴,下

段北より3号穴, 4号穴, 5号穴と呼称 している。調査期間は昭和55年 3月 17日 から3月 31日 までで,

土 。日曜日も返上の15日 間という超ハー ドな調査であったという。そのような調査背景のため,仕方

がなかったとはいえ,絶対高を用いた遺構実測がなされていない事が非常に残念である。また,横穴

配置図が紛失 している。写真図版の中で注記 したのでそちらを参照 してはしい。

さて,今回昭和55年に実施 した論田横穴群の調査成果を可能な範囲でまとめたのだが,筆者が調査

を実見 していないため,不明な事が非常に多い。どうかご容赦いただきたい。
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論 田 1号 文

●遺 構 (第 1図)

現存 した 5穴のうち最も破壊の跡が激 しく,玄室の奥壁側の半

分を残すのみで,妄道と前庭の前半部までをすでに重機によって

削平されていた。残った遺構の状況から,玄室は奥行き推定 2m,

幅1.8m,高 さ推定0,9mの規模で,丸天丼形式の横穴であったろ

うと推察される。前庭部は,幅1,05m,長 さ6.5～ 7mで後半部

4,5mを残すのみである。

●遺 物

出土地点がわかるものは2点のみで,いずれも前庭部分から出

上 している。 1点は須恵器蓋で口唇が急角度で内傾するものであ

る。もう1点は芥で,やや小型化 して器壁が薄 く, 口縁の立ち上

がりが短 く内傾 し, 6世紀末頃のものと考えられる。出土地点は

不明だが,蓋と外が逆転 した時期の受部が消えた外も周囲の上中

から出上 している。

第 2図 論田 1号穴出土遺物実測図

第 2図 -1

住__|=_二⊃

lm

第 1図 論田 1号穴平面図

及び遺物出上状況
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No 器 種 法   量 形 態 。調 整 の 特 徴 な ど 備 考

l

蓋

須
口 径 12.2cHl

:復原

口縁端部が6 cnl程度しか残っておらず詳細は不明である。日
縁端は回転ナデ調整で, 口唇部が急角度で内傾する。 胎土 長石徴粒を少々含む

焼成 やや軟
色調 (外X内)淡灰色
ロクロ 不明

芥

須

口 径 10.0911
受部径 12.5clll

器 高  4.Oclll

全体に回転ナデ調整による整形。底部はヘラ切 り。立ち上が
りは短 く,内傾 している。約半分が残存。

胎土 石英 。長石徴粒をわず
かに含む

焼成 良好
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

第 1表 論田 1号穴出土遺物観察表
ただし配は、第2図に対応する
(須)は須恵器を表している

論 田 2号 穴

●遺 構 (第 3図)

と号穴の南側に隣接する横穴で,前庭部の一部と玄室天丼部分が削平されているが,比較的残 りが

良かった。横穴は,ほぼ南北を軸とし,軟砂岩層に穿たれており,南に開口している。

前庭は幅1.9～2.8m,長 さ約 8m強と長いもので,前方にややひらいている。中央部分は重機によっ

て破壊されている。

羨門は幅1,1～1.2m,奥行0.5～0.8mを測る。閉塞石は認められなかった。羨道は幅1。 lm,奥行

は右が1.3m,左 が0,8mの左右非対照形である。

玄室長は右側奥行 2m,左側2.9m,奥壁幅2.5mと 不整形な長方形を呈 している。玄室の形態はよ

くわからないが,丸天丼形式であろう。玄室左側は右側より広い約 lmの袖を作 り出し,蓋石の長さ

2m,幅 0.8mを測る組み合せ横口式家形石棺 (第 4図)を安置 している。

石棺の内法は長さ1.85m,幅0.8m高 さ0,6mで ,来待石製の組み合せ式石棺である。蓋石は厚さ18

cmで上面を四注式家形に加工 し,下面は 3 mm程度の面取 りを施 した後,15cmの 縁をつけ,内側を深さ

6 cln割 りこんでいる。長側石は1.85m× 0。 77m,厚さ15clnの 1枚石である。手前側の側石を省 くこと

によって横口式石棺となしている。床石は厚さ15cmの 大小長方形の平石各 3個で構成され,小口石と

の接合部には南側で 3 cln,北側で1.5clnは どの作 りだ しがあり,小日石の考Jり こみにうまくはめ込ま

れている。また,入 リロ側の床石端には約 8 clnの立ち上がった縁を作 り出している。

排水濤は作られていなかった。玄室の中央よりやや前方寄 りには略長方形の上羨が認められたが,

その意味は不明である。

●遺 物 (第 3,5,6,7図)

遺物の出土状況は,玄室内では中央奥壁付近に口縁部を故意に欠いた長頸壷 2,輪状つまみがつい

た蓋 1,高台のついた外 1がひとかたまりに置かれ,右袖前壁付近に輪状つまみのついた蓋 2,高台

のついた芥 lがかためて置かれていた。いずれも須恵器で,新 しい様相を呈 している。とくに蓋は径

の広い輪状つまみがつき,天丼部はやや丸みを帯び,内面のかえりは消えて口縁端部を内側に屈曲さ
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第 3図 論田 2号穴平面図および遺物出土状況
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第 4図 2号穴石棺実測図

せた形式になっている。 したがってこの横穴で最後に追葬がおこなわれたのは8世紀初頭と判断され

るのである。

石棺内には鉄製品が唯一副葬されていたが,それが何の道具であるのかは不明である。それは一端

が細 く尖 り,断面は径の大きい方が丸形,尖る方が方形を呈 している。断面方形部分には全周に木質

が付着 しており,柄部分であるかもしれない。

羨道部には遺物は残されていなかった。

長い前庭部には2群に分かれて遺物が出土 しており,単純に考えると2回, もしくは2回以上の追

葬がおこなわれたとものと思われる。羨門に近い方の 1群は,いずれも約20cm程度浮いた状態で出土

し,須恵器の蓋外に混 じって木棺に使用されたと思われる釘 2点 も出上 している。もう1つの 1群は

前庭の入口付近の左側に寄せた位置にかためて置かれている。蓋芥のほかに平瓶も混 じっておりまと

まった数が出上 している。 1群, 2群とも,蓋は天丼がヘラ切 りのまま無調整で,天丼部と口縁部の

境の段はわずかな傾斜の違い,沈線表現に変化 している。また,外も底部はヘラ切 り後無調整で,立

ち上がりは短 く内傾 している。この横穴が最初に作られた時期は,前庭に残された遺物から推察 して,

6世紀末であったと思われる。

遺物個々についての説明は,次に掲げる第 2・ 3・ 4表,出土遺物観察表を参照 していただきたい。
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単                       19Cm

第 5図  2号穴出土遺物実測図 (I)

一-28-―



10 Cm

第 6図 論田 2号穴出土遺物実測図 (I)
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第 7図  2号穴出土遺物実測図
(出上位置不明のもの)

第2表 論田2号穴出土遺物観察表(I)
Noは第5図に対応する
(須),ユ須恵器を表す

No 種類 法 量 形 態 ・ 調 整 の 特 徴 な ど 考備

1

顕

・笠
∩

底 径 8.2cn

全体に回転ナデ調整による整形。胴部下半のみは回転ヘラ削
りを施した後,高台をはりつけ回転ナデにより整えている。
肩部は灰かがり。日縁部は供献全体に回転ナデ調整による整
形。胴部下半のみは回転ヘラ削りを施した後,当時故意に久
いたと思われる。胴部は少々久損するが,大部分が残存。

胎土 石英・ 長石粒を少々含
む

焼成 良好
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

2 題
一笠碕

底 径 16.6cm

全体に回転ナデ調整による整形。胴部下半のみは回転ヘラ削
りを施した後,高台をはりつけ回転ナデにより整えている。
底を除き,全面に灰をかぶリツヤがある。胴部下半にはヘラ
記号「 X」 が描かれている。口縁部は供献当時故意に欠いた
と思われる。頸下半以下は残存。

胎土 石英・長石粒を少々含
む

焼成 良好
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

蓋

須

つまみ径  5。 4clll

口 径  15.5cla
器 高  3.8clB

全体に回転ナデ調整による整形。輪状つまみをはりつけてい
る。口縁はやや内傾している。全体の約1/4を久損する。

胎土 長石微粒をわずかに含
む

焼成 やや軟
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

蓋

須

つまみ径  4.9911
口 径  15.Ogll
器 高  3.4clll

全体に回転ナデ調整による整形。天丼部は静止糸切り後,輪
状つまみをはりつけ, さらに回転ナデを施して糸切り痕を消
し整えている。日縁はほぼ垂直に下垂している。完形で残存。

胎土 石英 。長石微粒を少々

含む
焼成 良好
色調 (外X内)灰色
ロクロ 右回転

蓋

須

径み
径
高

まつ
口
器

5.2911

15.Ocm
3.4clll

全体に回転ナデ調整による整形。天丼部は静止糸切り後,輪
状つまみをはりつけ, さらに回転ナデを施して糸切り痕を消
し整えている。日縁はやや外にひらいている。つまみが約半
分剣落しているが,他は残存。

胎土 石英 。長石徴粒を少々
含む

焼成 やや軟
色調 (外X内)灰～淡灰色
ロクロ 右回転

芥

須

ｍ
ｍ
飾

径
径
高

口
底
器

全体に回転ナデ調整による整形。芥底部は回転糸切 り痕が残
るが,高台をはりつけた後,軽 く回転ナデを施 して整えてい
る。

胎土 石英徴粒を少々含む
焼成 良好
色調 (外X内 )灰色
ロクロ 右回転

7 鉄 器
残存長 15.Ocml
最大厚  1.Ocal

堅であろうか ? 断面が四角の部分は全面に縦方向の木質が
付着しているが,木質が付着 していない部分は断面が円形を
呈し,こ の先に刃部がついていた可能性が考えられる。
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器種 法 形 態 。 調 整 の 特 徴 な ど 考備

1
蓋

須
口 径 13.5clll

器 高  3.7all

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部のみ不定方向の
静止ナデを施 している。天丼部はヘラ切 り。天丼部と口縁部
の境の段は消えている。日縁部は自然に外にひらいている。
口唇を少々欠損。

胎土 長石微粒を少々含む
焼成 良
色調 (外)淡灰色(内)淡褐灰
色
ロクロ 右回転

蓋

須

口 径 12.2cnl
器 高  4.95cll

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部のみ不定方向の
静止ナデを施 している。天丼部はヘラ切 り。丸みを帯びたプロ
ポーションで,天丼部と口縁部の境の段は消え,わずかにナデ
により境 目を表現 している。口縁部はやや内傾 し,内面にはナ
デによる四ラインがめぐらされている。日縁を半分欠損。

胎土 長石微粒を少々含む
焼成 やや軟
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

3
不

須

口 径 10.7cal

受部径 13.2cnl

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部のみ不定方向の
静止ナデを施 している。焼成の際上下逆であったらしく,底
部外面は灰かぶりで,調整は不明である。立ち上がりは内傾
するが,先端部分は急に外反 している。口縁部を少々久損 し
ている。

胎土 長石徴粒をわずかに含
む

焼成 良
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

4
蓋

須

口 径 13.OcHl
器 高  5.0銅

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部のみ不定方向の
静止ナデを施 している。天丼部はヘラ切 り後,ヘ ラの背を平
行にペタペタ押 し当てている。口縁部は内傾 し,内面はやや
肥厚 し,そ の直上はナデによる凹ラインがめぐる。約1/5を

欠損 している。

胎土 石英粒をわずかに含む
焼成 やや軟
色調 (外)(内 )淡褐灰色
ロクロ 右回転

5
蓋

須

口 径 12.4cnl
:復原

器 高  4.25cln

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部のみ不定方向の
静止ナデを施している。天丼部はヘラ切り。天丼部と口縁部
の境の段は消え, 2条のナデ沈線により表現されている。ロ
縁部を約1/4残存するのみである。

胎土 長石徴粒をわずかに含
む

焼成 良
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

6
必

須

釦
ｍ
飾

径
径
高

部
口
受
器

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部のみ不定方向の
静デを施 している。底部はヘラ切 り後,ヘ ラの背を平行にペ

タペタ押 し当てている。立ち上がりは内傾 している。完形で
残存。

胎土 長石粒をわずかに含む
焼成 良
色調 (外 )(内 )灰色
ロクロ 右回転

7
芥

須

ｍ
ｍ
ｍ

径
径
高

部
口
受

器

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部のみ不定方向の
静止ナデを施 している。底部はヘラ切 り。立ち上がりは短く,

内傾 している。すわりが悪 く水平面上ではかたときが著しい。
完形で残存。

胎土 長石徴粒を多 く含む
焼成 良好
色調 (外 )(内 )灰色
ロクロ 右回転

8
不

須

口 径  9.4cHl
:復原

受部径 12.lcml
:復原

残存部はすべて回転ナデ調整による整形。立ち上がりは短く,

内傾している。口縁部付近のみ約1/3周 残存。
胎上 長石徴粒を多く含む
焼成 良好
色調 (外X内)灰色
ロクロ 右回転

9
必

須
径
高

口
器

8.lcal

3.85cm

小型の芥で,全体に回転ナデ調整による成形。底部は不要な
粘上の癒着により,調整不明。日縁部を約1/8欠損。

胎土 石英 。長石徴粒をわず
かに含む

焼成 良好
色調 (外)(内 )淡白灰色
ロクロ 右回転

平瓶
(須)

回 径  6.2cHl
器 高 13.lcal

全体に回転ナデ調整によるが,胴部下半は回転ヘラ削り調整
を施 している。口縁はやや外にひらく。平瓶の中では日縁の
片寄 りが顕著ではない。肩部の張 り付けは省略 している。日

縁内部には自然釉の塊が詰まり,実用には困難な個体と考え
られる。胴部には故意に空けたような孔がある。ほぼ完形。

胎土 石英・ 長石徴粒を少々

含む
焼成 良好
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

珈
∩

上半は回転ナデ後,カ キメ調整を施 し径0.8cElの 円形の張 り
付けを2カ所に施している。胴部下半は回転ヘラ削りによる。
内面は回転ナデ。口縁部はすべて欠損 している。

胎土 長石粒を少々含む
焼成 良好
色調 (外 )(内 )灰色
ロクロ 右回転

鉄器
軸
ｍ
的

さ

　

さ

長
幅
厚

釘。
頭部はやや月巴大 し曲げられている。頭部より下には横方向の
木質が付着 している。木棺に使われた釘であろう。

鉄器

長 さ

幅

4.4clll

O.4～ 0.5

0.3cnlさ厚

釘。
頭部はやや肥大 し,折 り曲げられている。身部の上半は全面
に横方向の木質が付着 しているが,身部の折 り曲げられたと
ころより下部分は内側のみに横方向の木質が付着 している。
木棺に使われた釘であろう。

第 3表 論田2号穴出土遺物観察表(I)
Noは第6図に対応する
(須)は須恵器を表す
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No 種類 法 形 態 ・ 調 整 の 特 徴 な ど 備 考

1 幅
④

口 径  5.lcnl
器 高  5.8cII

全体に回転ナデ調整による整形。底部はヘラ切 り。完形で残
存。 胎土 石英粒を少々含む

焼成 やや軟
色調 (外)(内 )白 灰色
ロクロ 右回転

顕
士笠∩

胴部上半は回転ナデ調整により,下半は回転ヘラ削 りによる
整形。肩部は灰かぶりで,底部内面にも灰かぶりがみられる。
口縁部は故意に打ち欠かれた可能性が強い。胴部のみ残存。

胎土 石英・長石徴粒を少々

含む
焼成 良好
色調 (外)(内)灰色
ロクロ 右回転

第 4表 2号穴出土遺物観察表(Ⅲ )

Noは第7図に対応する
(須)は須恵器を表す

論 田 3号 文

●遺 構 (第 8図)

本横穴群の下段北側に位置する。工事中最初に発見された横穴で,すでに玄室の茨道側天丼部分が

削 り取 られ土砂が流入 していた。主軸はほぼ南北をとる。

前庭は入 り口側が削り取 られて長 さは不明だが,約 3m弱の長さが残存 し,幅は2.lm前後を測る。

羨門は幅1.lm,奥行 lmを測る。羨門奥側には主軸と直交する濤があり,人頭大の石が6～ 7個

認められたことから,板とそれを固定させるための石によって閉塞 していたと推察される。石の上に

は故意的と思われる状態で須恵器大型カメ片が数点置かれていた。羨道は幅1,lmで奥に向かってひ

らいている。長さはlm弱である。

玄室は左袖が小さい,幅1.5m,奥行 2mの丸天丼に近い四注式家形天丼である。床面には奥壁,

側壁に沿って玄室内をはぼ 1月する排水濤を掘 り, さらに中央にも羨道部まで延び,閉塞部分で終結

する幅15cm,深 さ5 clnの 濤を掘っている。

●遺 物 (第 9。 10・ ■図)

遺物は,玄室内右袖前壁側から蓋界各 1,高邦 1,靖 1,蹴 1が出上 した。外は立ち上がりが短 く,

底はヘラ切 り調整による。高芥は小型でシャープな作 りをしており,透かしは 2カ 所のヘラ描き沈線

で表現されている。醜は櫛状工具刺突文は消えているが,各所のヘラ描き沈線は残 りそこにやや古い

様相が見いだされる。これらの須恵器の特徴から, この横穴の最後の追葬は6世紀末～ 7世紀初頭で

あったと考えられる。

出上位置不明の遺物は7点あるが,いずれも玄室内から出上 した遺物と似かよった形式である。た

だ,磁 (第■図6)は沈線が 1条 しかなくなり, 日縁が頸からラッパ状にひらいて口縁帯が明瞭でな

くなっている面により新 しい様相が感 じられる。なお,孔の周囲には焼成後の象↓離が観察される。出

土地点が不明であるためはっきりした事はいえないが,横穴の性格から考えて追葬がおこなわれた可

能性は高いにしても, これらの上器は墓前祭祀で供献された可能性が高い。

個別の詳細は第 5。 6表,出土遺物観察表を参照されたい。
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2m

第 8図 論田3号穴
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第+0-4

1        2m

第 9図 論 田 a号 穴

第10-5
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第10図 論田 3号穴出土遺物実測図 (I)

3号穴 出土 遺物 実測 図 (Ⅱ )

(出上位置不明のもの)
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Noは第10図 に対応する
(須)は須恵器を表す

NQ 種類 法 量 形 態 ・ 調 整 の 特 徴 な ど 考備

芥

須

勒
ｍ
∽

径
径
高

部
口
受
器

外・内面とも回転ナデ調整による整形。底部外面はヘラ切り。
立ち上がりは短く内傾している。外面にヘラ記号,斜めの3
本線あり。完形で残存。

胎土 長石徴粒を多く含む
焼成 やや軟
色調 (外X内)淡灰色
ロクロ 右 回転

2
芥

須

径
径
高

部
口
受
器

10.Ocal

12.3all

3.3911

外・内面とも回転ナデ調整による整形。底部外面はヘラ切 り。
立ち上がりは短 く内傾 し,内面中央部よりやや下に凹ライツ
がめぐる。完形で残存。

胎土 石英 。長石微粒を多 く
含Lr

焼成 良好
色調 (外)(内)灰色
ロクロ 右回転

訪
∩

径
径
高

口
底
器

9.lcla

6.0∞
7.7cHl

小型の高外である。全体に回転ナデ調整によるが,外部底外
面にはカキメ調整が施されている。外部に2条,脚部に3条
ナデ沈線がめぐる。透かしは完全に退化し,ヘ ラ描きの縦方
向沈線が2カ所に描かれている。完形で残存。

胎土 長石微粒を多く含む
焼成 良
色調 (外X内)灰色
ロクロ 右回転

4
磁

須

口 径  8.9cal
器 高 11.8cHl

全体に回転ナデ調整によるが,胴部下半は回転ヘラ削りを施
している。口縁部は焼きひずみが著 しいが,胴部・ 底は安定
して座 りがよい。胴部ヘラ描き沈線のあいだのハケ状工呉刺
突文は無い。完形で残存。

胎土 長石徴粒を多 く含む
焼成 良好
色調 (外)(内 )灰～濃灰色
ロクロ 右回転

5
対

須
口 径  8.4911
器 高 13.5cal

全体に回転ナデ調整によるが,底部外面は回転ヘラ削りを施
している。口縁部はほぼ垂直に立ち上がり,外面中央よりや
や上部にヘラ描き沈線を 1条めぐらせている。口縁部を少々
欠損 している。

胎土 長石徴粒を多 く含む
焼成 良好
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

第 5表 論田3号穴出土遺物観察表(I)

第 6表 論田3号穴出土遺物観察表(I)
Nol将薯11図に対応する
磁動t影再ま器を赫

No 種類 量法 形 態 ・ 調 整 の 特 徴 な ど 考備

1
蓋

須
口 径 10.7911
器 高  4.45cnl

外・内とも回転ナデ調整による整形。天丼部はヘラ切 り。底
部と口縁部の境の段はなく,わずかにそれを意識 したと思わ
れるナデ沈線が 1条めぐる。口縁部は内傾 し,外面にはヘラ
記号「 ×」を描いている。羨道部から出上。完形で残存。

胎土 長石微粒を多 く含む
焼成 やや軟
色調 (外)灰色 (内)淡白褐
色
ロクロ 右回転

2
蓋

須

ｍ
ｍ
軸

口 径
かえり径
器 高

外面は厚い灰かがりのため調整の観察不可能。おそらく外・
内面とも回転ナデ調整によると思われる。内面は回転ナデ後,

中央部に不定方向の静止ナデを施 している。全体に器壁が厚
い。口唇を少々欠 くがほぼ完形で残存。

胎土や石英・長石微粒を多 く
含む
焼成 やや軟
色調 (外)(内)灰色
ロクロ 右回転

芥

須

必

須

口 径 10.Ocnl
受部径 12.3clD
器 高  3.3cml

外・内面とも回転ナデ調整による整形。底は丸 く,ヘ ラ切 り。
立ち上がりは極短 く内傾 し,内面の中央部よりやや下部には
ナデにより凹ラインがめぐる。完形で残存。

胎土 石英 。長石微粒を多 く
含む

焼成 良好
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

蓋

須
口 径  10.Oclll

器 高  4.4釦

図面上では芥に表現 したが蓋にみてほしい。全体に回転ナデ
調整による整形。天丼部はヘラ切 り。外面には,ナデ沈線を
意識 したようなやや入 りきんだナデが 1条めぐる。内面はロ
唇下 l�のところにヘラ描き沈線が沈線が 1条めぐる。口唇
を少々久損するが,ほぼ完形で残存。

胎土 石英・長石徴粒を多 く
含む

焼成 良好
色調 (外X内)灰色
ロクロ 右回転

魅

須
口 径 13.5cnl
器 高 12.45cal

全体に回転ナデ調整によるが,底のみ回転ヘラ削り。形状の
退化が著 しく,口縁部はだらりとラッパ状にひらき,中央部
にわずかにナデ沈線が 1条めぐる。胴部は沈線さえも表現さ
れていない。孔の周辺には焼成後の剣離がみられる。玄室直
上埋土中より出土 した。完形で残存。

胎土 石英 。長石微粒を多 く
含む

焼成 良好
色調 (外X内)淡灰色
ロクロ 右回転

聯
の

口 径   6.8911

全体に回転ナデによる調整だが,底部は回転ヘラ削 りを施 し
ている。口縁はやや外傾 し, 口唇の少 し下には 1条のナデ沈
線がめぐる。口縁と胴部のつなぎ目は雑で段がついている。
口縁はすべて残存するが,底部と張 り出す側の胴部を久損す
る。

胎土 石英・長石微粒を多く
含む

焼成 良好
色調 (外)(内)灰色
ロクロ 右回転
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論 田 4 号 穴

。遺 構 (第12図 )

3号穴の南側,下段中央に位置する。主軸はほぼ南北にとる。

前庭は前半分を重機により削平されているが,あ まリラッパ様にひらかないもののようである。幅

は1.2m前後を測る。

羨門は比較的奥行があり,入 り口幅0。 9m,奥幅1.lm,奥行0,8mを 測る。羨門は閉塞部分でやや

幅が広 くなり,そ こには主軸と直交する濤があり,その上からは人頭大の石が10個程度検出された。

板を利用 した閉塞で,石によって固定させたものと思われる。

羨道は,羨門から測ると長さ0,9m,幅1.85mを測る。中央には玄室から続 く排水濤が 1条走って

いる。

玄室は奥行2。 5m,幅2.5m,高 さ推定1.5m前後を測 り,ほぼ正方形の整った作 りである。おそ ら

く丸天丼であったと思われる。中央には羨道から続 く,幅20cln,深 さ5 cnの排水濤が走 り,羨道より

80cmの ところから奥壁の手前20clnま で, さらに 5 cm深 く掘 り下げ2段の濤となしている。右袖側では

奥壁沿いと前壁沿いに排水濤が続き,いずれも側壁に至って消えている。左袖側では周囲の壁に沿っ

て全月排水濤がめぐり,屍床を浮き上がらせている。

左袖側はいわゆる須恵器床で,大甕の破片を敷いている。玄室の中でみられる最も古いタイプの須

恵器の下にも敷かれている事より初葬の時からあったものと思われる。破片は10cHl前後のものが多 く,

敷き方はあまり密ではなく,奥壁に行 くはどさらに疎らになっている。羨道側の須恵器床の上から耳

環や歯骨が検出され,屍は南側に頭を向けて安置されていたことが判明した。

右袖側は,奥壁の近 くに須恵器甕片が少々検出されたが,特に何 らかの施設を構成するものとは思

われない。

●遺 物 (第13,14,15図 )

遺物の出土状況は,茨門のす ぐ手前の前庭左側に30cm程度浮いた位置から小型の蓋不 2セ ットが出

上 した。角に供献された事が幸いしてか,原位置をあまり動いていない出土状況のようである。蓋は

かえりを持ち,外は受部が消える,時代的には7世紀前半後葉に位置づけられるタイプである。玄室

内には同時期の遺物が見られない事から,追葬時ではない墓前祭祀の際に供献された可能性が考えら

れる。また,追葬をしても玄室内に副葬品を供献せずに,前庭に副葬品を供献するような葬制の変化

がおこった事も考えられる。

前庭右側からは前記と同時期のかえりを持った蓋,そ して少 し時期を遡る受部を持った外が出上 し

た。須恵器床に用いられた大甕の破片少々も出上 した。

玄室内では,須恵器床の前壁によせた位置から蓋 1,必 2点が出上 した。これらは天丼部と口縁部

の境の段こそは消えているが,受部を持つ外とセットになっている。他の出土土器と考え合わせると,
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この横穴から出上 した土器の中では最も古い,おそらく初葬時に副葬されたものと考えられる。さて,

これらの 3個体よりやや中央よりに蓋芥が重ねられた状態で 2セ ット出上 した。いずれも蓋には申し

訳程度のかえりがつき,天丼部には輪状つまみがつくものである。杯は底に高台がついている。出土

状況,形式からみて最後の追葬時に副葬されたものであろう。

中央の排水濤からは古いタイプの蓋 2点が出上 したが,原位置ではない。

以上,出土遺物について説明してきたが, この横穴からは須恵器の器種は大甕片を除けば蓋芥 しか

出上 しなかった (重機で削り取 られた前庭にあったかもしれないが)。 6世紀末から7世紀半ばまで,

時代を追って形式の変化する蓋不が良好な状態で出上 したという意味では非常に興味深い史料といえ

る。

ところで,左袖側には違時期の須恵器が前壁寄 りに所せましと置かれているのに対 し,右袖側の屍

床には広々とした空白がある。この対称が何を意味するのかまた興味深いところである。
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10cm

第15図  4号穴出土遺物実測図 (Ⅲ )(出上位置不明のもの)

第 7表 論田4号穴出土遺物観察表(I)
Noは第13図 に対応する
(須)は須恵器を表す

No 種類 量法 形 態 。 調 整 の 特 徴 な ど 考備

1
蓋

須

飾

ｍ
伽
銅

つまみ径
かえり径
口 径
器 高

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部は回転ナデ後,

不定方向の静止ナデを施している。天丼部には輪状つまみを
張りつけている。内面のかえりはやや内傾する。焼き歪みが
著しい。完形で残存。

胎土 石英 。長石徴粒を多 く
含む

焼成 良好
色調 (外X内)濃灰色
ロクロ 右回転

芥

須
ｍ

帥
ｍ
　
・
６

・３
７
４

径
径
高

口
底
器

全体に回転ナデ調整による整形。口縁は自然に外へひらく。
外面全面が灰かがりで,焼成の際上下逆転の位置であったら
しい。完形で残存。

胎土 石英 。長石微粒を多 く
含む

焼成 良好
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

蓋

須

つまみ径  3.45clll
かえり径 12.Ocnl
口 径  14.OclH
器 高  1.9m

全体に回転ナデ調整による整形。天丼部には輪状つまみを張
りつけている。器形は丸みが無く円盤状を呈している。かえ
りは非常に短く,垂直に張りつけられている。外面は全面に
灰かがりである。完形で残存。

胎土 大きめの長石粒を少々
含む

焼成 良好
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

4
芥

須

ｍ
銅
釦

径
径
高

口
底
器

全体に回転ナデ調整による整形。内面は非常に滑らかに仕上
げられている。口縁端を 6 cln程度欠損する。

胎上 石英。長石粒を密に含む
焼成 良好
色調 (外)黒灰色 (内 )淡灰
色
ロクロ 不明

5
蓋

須
口 径 13911
器 高  4.9txD

天丼部は風化が著しく不明だが,全体に回転ナデ調整による
整形。器高が高く丸みを帯びた器形である。天丼部と口縁部
の境は全く消え去り滑らかである。口縁ほぼやや垂直に下が
る。完形で残存。

胎土 長石微粒を少々含む
焼成 やや軟
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

6
不
須

径
径
高

部
口
受
器

11.Ocnl

13.6cm
4.lcml

全体に回転ナデ調整による整形。底も丁寧にナデている。立
ち上がりは短く内傾している。焼成の際,蓋をかがせて焼い
たらしく受部に蓋の口縁部分が一部癒着している。受部の一
部を久くが,ほぼ完形で残存。

胎± l mm弱 の石英粒を多 く
含む

焼成 良好
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

7
蓋

須
口 径 12.5cnl
器 高  4.3cHl

全体に回転ナデ調整による整形。天丼部は灰かぶりのため観
察不可能。天丼部と口縁部の境の段は消え, 2条のナデ沈線
によって表現されている。口縁部は垂直に下がる。日縁端を
わずかに久くがほぼ完形で残存。

胎土 石英粒を多く含む
焼成 良
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

不

須

口 径 11.6clll

受部径 14.4cml
器 高  3.9cnl

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部は回転ナデ後,

不定方向の静止ナデを施している。底部はヘラ切 り。立ち上
がりは短 く内傾する。受部の外側の全周は灰かがりで,焼成
時に蓋を重ねて焼いたと思われる。完形で残存。

胎± l mlR弱 の石英・長石徴
粒を少々含む

焼成 良好
色調 (外X内)淡灰色
ロクロ 左回転
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No 種類 量法 形 態 。 調 整 の 特 徴 な ど 考備

9
蓋

須
口 径 12.Oclll

器 高  5.Oclll

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部は回転ナデ後,

不定方向の静止ナデを施している。天丼部はヘラ切 り。天丼
部に近い高い位置に深めのナデ縁部はやや内傾する。口縁を
約1/2欠損している。

胎土 長石微粒をわずかに含
む

焼成 やや軟
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

蓋

須

つまみ径 0.95cnl
かえり径 8.lcnl
口 径 10。 2911

器  高   2.65

外面は口縁部のみ回転ナデで,他は回転ヘラ削 りを施 し,中
央部には小さな背が低い円形つまみを張 りつけている。内面
は回転ナデ調整による。器壁は厚めで,かえりは極短 く内傾
している。完形で残存。

石英 。長石粒を多く含
む
良好
(外)灰色 (内 )淡灰色
右回転

土
　
成
調
ク

胎
　
焼
色

ロ

蓋

須

かえり径  7.lcal
口 奮皇  9.6cnl
器 高  2.3cln

天丼部のみ回転ヘラ削 り調整で,ほかは回転なでナデ調整に
よる整形。かえりは極短 くほぼ垂直に下垂する。完形で残存。

胎土 石英・長石粒を多く含
む

焼成 良好
色調 (外)(内)灰色
ロクロ 右回転

芥

須
径
高

口
器

8.45cnl

2.5clll

全体に回転ナデ調整による整形で,底は回転ヘラ削りを施し
ている。口唇を少々欠くが,ほぼ完形で残存。

胎土 長石粒を少々含む
焼成 やや軟
色調 (外)(内)淡灰色
ロクロ 右回転

芥

須
径
高

口
器

9.Oclll

2.8cnl

全体に回転ナデ調整による整形で,底は回転ヘラ削 りを施 し
ている。口縁部はまっす ぐ上に立ち上がっている。完形で残
存。

胎土 長石粒を少々含む
焼成 良好
色調 (外)(内 )灰色
ロクロ 右回転

蓋

須

つまみ径 0.95cHl

かえり径 7.4cln

口 径 10.2clll

器 高  2.6cal

天丼部のみ回転ヘラ削り調整で,ほかは回転ナデ調整による
整形。天丼部中央には背の低い円形つまみを張 りつけている。
かえりは比較的長 く内傾 している。完形で残存。

胎土 石英・長石微粒を多く
含む

焼成 良好
色調 (外)灰色 (内 )淡灰色
ロクロ 右回転

必

須

径
径
高

部
口
受
器

10.3cm
12.9clll

3.6cnl

全体に回転ナデ調整による整形。底部はヘラ切 り後,ヘ ラ記
号「 ×」を描いている。立ち上がりは短 く内傾 している。完
形で残存。

胎土 長石徴粒を多く含む
焼成 良好
色調 (外)(内 )灰～淡灰色
ロクロ 右回転

耳環

径
径
面

外
内
断

1.85× 1.9cHl

l.15× 1.15cnl

O.35× 0.4cnl

青銅の心に鍍金がほんのわずかに残る。

耳環

2.25× 2.25cHl

l.25× 1.25clll

O.5× 0.6cln

径
径
面

外
内
断

青銅の芯のみ残存。表面はすべて劉離している。

Noは第14図 に対応する
(須)|ま須恵器を表す

No 種類 法 形 態 。 調 整 の 特 徴 な ど 備 考

甕

須

口 径  46.6cHl
:復原

大 である。口唇は折 り曲げて縁を作 り, 日縁部の立ち上が
りを 1条 と2条 と3条の沈線で区切 り,それぞれの区画を波
状文で飾っている。胴部は外面が平行タタキ,内面が同心円
文 タタキである。多 くの破片が残っているが,復原できたの
は口縁と肩部の一部分のみである。

第 8表 4号穴出土遺物観察表(I)
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第 9表  4号穴出土遺物観察表(I)

●遺 構 (第16図)

論田4号穴の南に位置 し,主軸を南北にとる。玄室床面より30cm上方のところまで全面的に削平さ

れており,特に玄室は左側床面までえぐられており残 りが悪い。

前庭は前が狭 く,茨門に近づ くにしたがって広 くなる5穴の中では特異な例である。鼓門直前での

幅は2.lmを測る。前庭では火を焚いた跡が 1カ 所あり,ま とまって戊が出上 した。また,閉塞に使

われたと思われる人頭大弱の石が散乱 しており,その石の上から鉄鏃が 1点出上 した。よって,盗掘

をうけた可能性が高いと思われる。

羨門部は幅 lm,奥行0.3mを 測る。板を立てる濤様の遺構は認められず,閉塞石が一部残るのみ

である。

羨道は羨門側で幅0。 7m,玄門側で1.lmを 測 り,玄室に向けて広 くなっている。奥行は1.2mである。

玄室は天丼の形態は推定すらできないが,幅2.35m,奥行2.2mを測 りはぼ正方形を呈 している。

排水濤は右袖側壁側と奥壁側にのみ掘 りこんでいる。

●遺 物 (第17図)

遺物出土状況は,前庭では鉄鏃 1,鉄刀子 1,受部を持つ芥 1と ,それとセットになる蓋 lが原位

置とは思えない位置から出土 したほか,茨門直前の左側角から原位置を保った状態で甕 1,蓋 1,ネ

1,短頸壷 1,醜 とがまとまって出上 した。玄室内からは右袖前壁側角に甕片数点,やや中央よりか

田 5号 史論

Noは第15図 に対応する
(須),ユ須恵器を表す

No 種類 法 形 態 。 調 整 の 特 徴 な ど 考備

不

須
口 径 13.2all

器 高  4,3伽

全体に回転ナデ調整による整形。天丼部は不定方向のナデつ
け。内面中央部は不定方向の静止ナデを施している。器形は
丸みを帯び,天丼部と口縁部の境の段等はない。日縁はわず
かに内傾している。完形で残存。

胎土 わずかに長石微粒を含
む

焼成 悪い
色調 (外)(内)淡 自褐色
ロクロ 右回転

蓋

須
口 径 11.2cHl

器 高  4.4cln

全体に回転ナデ調整による整形。器形は丸みを帯び,天丼部
はナデた後,ヘ ラ記号を描いている。天丼部と口縁部の境の
段等はない。焼き歪みが顕著である。完形で残存。

胎土 石英・長石徴粒を多く
含む

焼成 良好
色調 (外X内)灰～淡灰色
ロクロ 右回転

3
不

須

口 径 11.lcal
受部径 13.6cnl
器 高  3.55cnl

全体に回転ナデ調整による整形。内面中央部は回転ナデ後,

不定方向の静止ナデを施 している。底部はヘラ切 り。立ち上
がりは厚 く,短 く,内傾 している。外面は一部灰かぶ りであ
る。完形で残存。

胎土 石英 ,長石徴粒を少々

含む
焼成 良好
色調 (外)(内)灰色
ロクロ 右回転

4
芥

須
径
高

口
器

9。 3clll

3.8cal

底部外面のみ回転ヘラ削り調整で,ほかは回転ナデによる整
形。底部外面ににはヘラ記号「 ×」が描かれている。

胎土 石英 。長石徴粒を少々

含む
焼成 良好
色調 (外)(内)灰色
ロクロ 灰色

―-45-―



第17図 -1

第1'図 -2

第17図 -8

第17図 -7

第17図 -6

（翻
ヾ
浄

第16図 論口5号穴平面図および遺物出土状況

第17図-4

第17図 -11

」 と:::三 :層:|:

2師

第17国|-12

第17図 -9

-46-



〓迫
O◎

13

0◎
14

第17図  5号 穴出土遺物実測 図

―-47-一



ら蓋 1,芥 1,平瓶 1,醜 とが出土 した。耳環 2個 も出上 しているが,出土地点については

不明である。

個々の遺物の詳細は第10表 を参照されたい。

ところで,玄室内から出上した蓋ネは外に受部を持つタイプのセットであったのに対し,前庭部か

ら出上した蓋芥は蓋に突起状つまみとかえりがつく新しいタイプのセットであった。玄室内より前庭

から新しい遺物が出土しているのは,後世の墓前祭祀によるものと理解するが,他の横穴に較べてこ

の横穴の使用期間が短いようである。盗掘で事実が歪められていない限り, この横穴の初葬時期は6

世紀末で,追葬期間は最大限7世紀前半後葉までであろう。

第10表  5号穴出土遺物観察表
Noは第17図 に対応する
(須)は須恵器を表す

No 種類 法 量 形 態 。 調 整 の 特 徴 な ど 考備

1
蓋

須
口 径 ■.6all

器 高  4。 lcnl

全体に回転ナデ調整による整形。天丼部はヘラ切 り。天丼部
と口縁部の境の存。

石英・ 長石徴粒を少々含む
焼成 良好
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

2
不

須

ｍ
伽
ｍ

径
径
高

部
口
受
器

全体に回転ナデ調による整形。底部はヘラ切り。立ち上がり
は短く,内傾 し,先端が尖っている。完形で残存。

胎土 石英・長石微粒を少々

含む
焼成 良
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

3 軌
∩

口 径  6.4cnI
器 高 14.4clll

口縁部は回転ナデ調整による。所々に粘上の積み上げ痕が残っ
ている。肩部から胴部はカキメ調整後,偏平な円形の突起を
2カ 所に張 り付け,ヘ ラ記号「 ×」を描いている。底部は回
転ヘラ削 りを施 しており,そ こにもヘラ記号

胎土 長石徴粒をわずかに含
む

焼成 良色調 (外)(内)灰色
ロクロ 右回転

臨

須
口 径  9.7clll

器 高 12.7all

全体に回転ナデ調整による整形。底部のみ回転ヘラ削り。器
形の退化が著 しく, 口縁は緩やかにラッパ状にひらき段はつ
かない。沈線は全て消え去っている。完形で残存。

胎土 石英・長石徴粒を少々

含む
焼成 良
色調 (外X内)淡灰色
ロクロ 右回転

蓋

須

つまみ径 0.9clll

口 径  8.2cal
器 高  3.2clll

天丼部は回転ヘラ削 り,そのほかは回転ナデ調整による整形。
天丼部には4ヽ さな突起状のつまみが張 り付けられている。日
縁はほぼ垂直に下垂する。完形で残存

胎土 石英・長石微粒を少々
含む

焼成 良好
色調 (外X内)灰色
ロクロ 右回転

椛
∩

径
高

口
器

7.2cm
5。 7cm

胴部上半は回転ナデ,下半は回転ヘラ削 り調整による整形。
口縁先端が尖る無頸壷。回転ヘラ削 り調整を施 した後の靱痕
が残っている。一部欠損するがほぼ完形で残存。

胎土 長石微粒を少々含む
焼成 良好
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

不

須
径
高

口
器

8.6cltl

3.4clll

全体に回転ナデ調整による整形。底はヘラ切 り。口縁は垂直
に立ち上がる。
日縁端を少々剣落するが,ほぼ完形で残存。

胎土 石英・長石徴粒を密に
含む

焼成 良好
色調 (外)淡灰色 (内)黒灰色
ロクロ 右回転

壷

須
口 径 14.2cHl
器 高 25.9cHl

口縁部は回転ナデ調整による整形。外面にヘラ記号「 ×」を
描いてヽゝる。胴部の器形はほぼ球形で,外面は平行文タタキ
後ところどころにカキメをめぐらし,内面は同心円文タタキ
による。口縁部を約半分欠損。

胎土 石英 。長石微粒を少々

含む
焼成 良好
色調 (外)(内)灰～淡灰色
ロクロ 右回転

必

須

口 径  9.4cal
受部径 11.7clll

器 高  3.85all

全体に回転ナデ調整による整形。底部はヘラ切り。立ち上が
りは低く,厚 く内傾 している。完形で残存。

胎土 石英 。長石徴粒を多く
含む

焼成 良好
色調 (外)(内)淡灰色
ロクロ 右回転

―-48-―



No 器 種 法   量 形 態 ・ 調 整 の 特 徴 な ど 備 考

鉄 器

長 さ 7.5cal
刃部最大幅 1.5cHl
長 さ 2.7cm

鏃
かえりを有する5角形の有茎鏃である。茎部分の一部には木
質が残り,木質部の先端には茎を柄に装着させるために巻か
れた皮も残っている。茎の断面は方形を呈している。

鉄器

刀子。

認謝駐善綽瀧定重a暫i気視蕊線喬易ゼ重で密二看Fり
,

芥

須
ｍ
　
ｍ

径
高

口
器

全体に回転ナデ調整による整形。底はヘラ切り。口縁部はや
や内傾 している。口唇を少々欠くがほぼ完形。 胎上 長石徴粒を密に含む

焼成 良好
色調 (外)(内 )淡灰色
ロクロ 右回転

耳環

径
径
面

外
内
断

1.95× 2.05cnl

l.05× 1.2cll

O.45× 0.6cml

青銅の心に金箔が約1/3残存。

耳環

径
径
面

外
内
断

1,90× 2.05cal

l.0× 1.ユ cHl

O。 4XO.6cHl

青銅の心に金箔が残るが,ほ とんど剣離しかけている。
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論田横穴群は,工事中に偶然発見されて調査に至ったものである。緊急調査期間中に5穴について

調査を実施しているが,丘陵斜面の黒褐色土層の広がりや,周辺の廃土中に見られる大量の須恵器片

の散乱状況から判断して実際には7穴以上の横穴が存在していたと考えられている。当時の短期間調

査の中では最大限の努力がはらわれたこととはいえ,横穴群の全貌が調査できなかった事は非常に残

念なことである。

さて,論田横穴群の5穴はいずれも初葬時期は6世紀末で,ほぼ同時期と考えられる。にもかかわ

らず,さ まざまなタイプの横穴が混在していた。天丼部は破壊されて観察不可能であったが,玄室内

に石棺を持つもの,屍床に須恵器片を敷きつめるもの,全周に排水濤がめぐるもの,ほ とんど排水濤

をもたないもの,前庭が前方に広がるもの,狭まるもの等々である。また,最後の追葬がおこなわれ

た時期についても6世紀前半後葉から8世紀初頭までとかなりばらつきがみられる。

一方, 5穴の共通点としては,横穴墓にしては須恵器以外の副葬品が非常に少ないという事があげ

られる。盗掘にあった可能性も十分考えられるので断言はできないが,須恵器以外の副葬品といえば,

5穴全体で耳環4,鉄刀子 1,鉄鏃 1,用途不明の鉄器 1のみであった。また,前庭左奥角に後世の

墓前祭祀の際供献されたと思われる,玄室内には見られない新しいタイプの須恵器がまとまって出土

している。これは4号穴と5号穴の2穴についての共通事項である。

論田横穴群は時期的にみて,論田4号墳の被葬者に継ぐ世代の埋葬施設と考えられる。立地から判

断すると論田4号墳の被葬者 (集団)の末裔たちの埋葬施設である可能性が高い。その根拠は同じ丘

陵の上と斜面に立地している……同丘陵を聖なる墓地として利用しているというだけなのだが,そ う

考えてほぼ間違いないだろう。同じ地域の埋葬形態の変遷をみることができて興味深い史料である。

この丘陵の周辺にはまだまだ知られていない貴重な遺跡が眠っていることだろう。繰り返しになるが,

今後の開発に際してはさらなる注意が必要である。

最後に。……昭和60年の現地調査もきわめて短期間の緊急調査であったが,今回付編として報告書に

掲載しようと思いついたのは平成 6年 1月 に入ってからのことで, これまた緊急整理とあいなった。

なにしろ筆者自身が現地を見たことがなかったので,特に遺構図面に関しては悪戦苦闘の連続であっ

た。間違いは記していないつもりであるが,遺構図原図,遺物は松江市教育委員会が管理しているの

で,詳細を知りたい方は是非実見いただきたい。

この概要報告が少しでも多くの人々の目に触れ,消滅してしまった論田横穴群への導入口になれば

と願っている。

結
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図版 2 論田 4号墳調査前 (北より)

図版 3 墳頂 (畦設定状況)
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図版4 周清平面プラン検出状況(南より)

図版 5 山手側周清セクション(東 より)
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図版 6 残 丘検 出状況

図版 7 残 丘検 出状 況
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図版 8 主体部セクション検出状況 (東より)

図版 9 主体部内遺物出土状況 (西より)
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図版10 主体部検出状況 (南 より)

図版11 主体部検出状況(東 より)
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図版12 排水溝検出状況 (西 より)
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図版14 盛土除去後 (北西より)

図版15 論田 4号墳から松江市街 (北方)を 眺む
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5

図版16 論田 4号墳主体部内出土須恵器
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(番号は第 7図に対応する。)



1

図版17 論田 4号墳盛土内出土遺物

3

図版18 論田 4号墳盛土内出土遺物

一-60-―



1

図版19 土境 1内 出上遺物

図版20 遺構に伴わない遺物
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論 田 横 穴 群

首
本

図版 1 発見当初の論田横穴群
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論田横穴群遠景

図版 3 論田横穴群近景 (左 より 2号穴,1号穴,5号穴,4号穴,3号穴)
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図版 4 2号 穴前庭遣物出土状況

図版 5 2号 穴 羨 門

-65-―



図版 6 2号 穴組み合せ横口式家形石棺 (入 口側 より)

図版 7 2号穴組み合せ横口式家形石棺 (横から)
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図版 8 3号 穴 羨 F]

図版 9
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図版10 3号穴 (右)と 4号穴 (左)の位置関係

図版11 4号 穴 羨 門
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響 |―

一
ir・

図版12 4号穴前庭奥左角遺物出土状況

野
=て

■二

零れ舞″14).す

4号穴玄室 (須恵器床 と遺物出土状況)図版13
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図版14 5号穴(前庭から)

図版15 5号穴前庭奥左角遺物出土状況
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図版16 論田 1号穴出土遺物

第 2図 -2

図版17 論田 2号穴出上遺物

第 5図-1

う宮5層]-3

第 5図-2

第 5図 -4

〕宮5屋]-5
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第 5図-6



第 5図-7

第 6図-1

第 6図-3

第 6図-5

a宮 6屋]-2

第 6図-4

a唐 6優]-6

第 6図-7
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第 6図-10

第 6図-12

1■|,I― ||||

第 7図-1

図版18 論田 3号穴出土遺物

第 6図-11

第 6図-13

第 7図 -2

第10図 -1
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第10図 -3

第10図 -5

第11図 -2

第10図 -4

第H図 -1

第11図 -4

第11図 -5
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第11図 -6



第11図 -7

図版19 論田 4号穴出土遺物

第13図 -1

舅写13E]-3

第13図 -2

第13図 -4

■ ●■|||十 ■|

第13図 -6
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第13図 -9

第13図 -11

第13図 -14

第13図 -16

第13図 -10

第13図 -13

第13図 -15

第13図 -17

rや

第15図 -1
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第15図 -3

図版20 論田 5号穴出土遺物

第15図-4

第17図-2

第17図 -3
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Я雪17[]-5

第17図 -6

第17図 -9

第17図 -3

第17図 -11

第17図 -12

第17図 -10
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図版21 論田 4号穴出土人骨

-79-―





論田4号墳発掘調査報告書
(付編 論岡横鞭 報告)

1994年 3月

発 行  働松江市教育文化振興事業回

印 刷  有限会社 容Ⅲ口 印 用J

松江市母衣町89


